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車両籠御用カスタム+Sl

卓■向制御装置には,制限速度の発生,

速度比較,速度検知,フェイルセMフな

故障検知などの音別御機能が要求される｡

ノト回開発されたカスタムLSIは,こ

れらの制御機能をすべてもったもので

特に車両制御への適用に重ノミくを置き,

フェイルセーフ性を追求したものであ

る｡すなわち,回路‾方式は従来からATC

(日動列車制御装置)などで広く適一椚さ

れ,実績のあるフェイルセーフ化され

たディジタル式リング演算方式を基本

とした｡一方,IC内部のレイアウト

や構造設計に当たっては,-･般のLSI

と異なり余裕をもったパターン間隔を

とり,かつ相互のパターンは交差させ

ないなどフェイルセーフ化のため特別

に細心の配慮がなされている｡このよ

うにして,/ケLロ1フェイルセーフかつ縞イi子

束割安なLSIを開発することができた｡

図1にカスタムLSIの外観を,表1

に主な仕様を示す｡このような観点か

ら開発されたフェイルセーフ機能をも

つLSIは,車両f別御の分野で泣こく適用

できるものである｡例えば,規定され

た一一定の列車速†空を検知するSRD(速

度検知器)や制限速度と車下向の走行通

性を比較照査するATC,妄巨にはATS

(l′l劫列中停止装置)など広い範囲の;別

手刷装i凱二適J‾口できる｡図2にATCに適

用した場†ナの構成ブロック[当をホす｡

この応輔例からみると,従来プリント

枇(135mIⅥ×175mm)3校で構成されてい

たものが,すべての回路を1杖に集でナ

でき,かつフェイルセーフ化,高イ主三根

性及び小形化でき

る｡
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表l カスタムLSIのイ士様

No, 項 目 イ土 橋

l 信 号 現 示 10現示まで対応可能

2 照 査 精 度 ±3Hz以‾F

3 侶喜 用 電i原 DC5V±10%

4 満 車 電 力 Max.0.54W

5 入 出 力 TT+コンリベチブノレ

6 チップサイズ 5.81¶mX5.8mm

7 パッ ケージ 42ピンセラミックD.卜P.

8 動 作 温 度 -ZO､TOOc

9 主 な 機 能
クロック発生.車輪考量補正,周波数此

較,周;度数発生.故障検知

i:略.,Jテ.,妃‖り TTL(Tral】Sistor-Transistor L{)gi{:)

D.Ⅰ.P.(DualIn Package)
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光伝送応用分散形車両自動試験装置

従来の車両自重力試験装置は,すべて

の処理を中央処理装置で行なう集中形

であった｡今凶分散処理を行ない,デ

ータ伝送に光伝送方式を用いた分散形

が完成したので糸口介する｡

1.主な特長

(1)分散形システムで,各試験の実行

はピット脇に設置された試験実行器主

体で実施される｡

-‾P央管理装置(処理装置)は,全体の

試験の進行,得られたデータの収集,

作表及びデータの管理を行なう｡

(2)各試験実行器と中央処理装置の別

のデータ伝送には,光ファイバケーブ

ルをイ如召したループ伝送方式を採用し

ている｡

(3)中央処】聖装置の働きによることな

く,移動操作盤によりいずれの試験実

行者旨からでも試験が実行できる｡

(4)検査データの管理及び車†刷答載機

器の履歴を管理する卓歴管理機能をも

っている｡

(5)中央処理装置は,コンソールデイ
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スプレイにより,プログラムの開発,

製作及び修正作業ができる機能をもっ

ている｡

(6)将来車両編成や車両の方式が変更

されても,それに対応する試験実行者旨

を配イ萌することにより,ハードウェア,

ソフトウェア共に少ない変更で拡張す

注:略語説明

ATO(列車自動運転)

ATC(列車自動制御)
MG(電動発電挽)

区II 分散形車

両自動試験装置

システム構成図

ることができる｡

(7)言試験処理をピット脇の試験実行器

で行なうため,工事配線が少ない｡

2.システム構成

システム構成図を図= に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)
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16ビットマイクロプロセッサ"HD68000”

16ビットマイクロプロセッサ"H D

68000''は,‾最新の3/JmNMOSプロセ

ス技術により,約81万個にも及ぶトラ

ンジスタを内蔵し,従来の16ビットマ

イクロプロセッサに比べ,1.3～2倍の

性能(ベンチマⅦクプログラム比較)を

芙⊥呪した(図l)｡

オフィスオートメーション,通信,

計測,産業用制御など,多量のデータ

を高速処j里する分野に貴通である｡ニ

れらの応用分野では,70ログラムの大規

模化が進み,高級言語使用か--一般化し

てきてし､るが,その開発にはPASCAL,

S-PL/H,FORTRANなどの高級言

語が使用でき,HITAC Mシリーズと

IBM303Ⅹ用クロスソフトウェア,専用

開発装置S D300レジデントソフトウェ

アによI)サポートされている｡

1.主な特長

(1)汎用レジスタ数が豊富で,すべて

インデックスレジスタにも使用可能で

あることにより,相対アドレンングモ

ードとあいまってプログラムの簡単化,
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スループット向上ができ,

表l 仕様概要

項 目 仕 様

クロック周i虚数

基本命令数

HD68000(8MHz).HD680006(6MHz),
HD68800-4(4MHz)

56

内 部 レ ジ ス ク

デー タ レ ジス タ:32ビット×島

アドレスレジスタ:32ビット×7

スタックボインク:32ピット×2
プログラムカウンタ:32ビット×l

ステータスレジスタ:16ビット×l

アドレシングモード 14種

ア ドレススペース 16M′ヾイト

処王里デー タ単位
lビット.4ビット,8ビット.16ビット 32ビ

ット

処 王望 遠 度 レジスタ間加算 0.5/JS

メモリーレジスタ間乗算 9.75/ノS

エクセプション処王里
7レーくルの割込,トラップ.トレース,パスエラ

-.アドレスエラー.不当命令ほか

動 作 状 態 スーパーバイザ状一蟹/ユーザ状態

そ の 他
マルチプロセッサ機能
HMCS6800周辺LSlインタフェース機能

64ピンチュアルインラインセラミックパッケージ

高級言語サ

ポートに適している｡

(2)32ビット汁L用レジスタをもち,32

ビットのデータ処理が可能である｡

(3)アドレス空間が16Mバイトと大き

く,セグメンテーションの繁雑さなし

に,大きなプログラムを効率良く動か

すことができる｡

(4)2種類の動作モードと特権命令に

より,O Sの保護などが容易である｡

(5)エラーチェック機能が豊富で,RAS

設計が容易である｡

(6)割込レベルが多く,OSのオーバ

ヘッドを軽減できる｡

(7)ビット操作命令が強力で,OSを

作りやすし､｡

2.仕様概要

仕様の概要を表1に示す｡

(目二社製作所 半導体事業部)
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